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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等
 

回次
第115期

第３四半期連結
累計期間

第116期
第３四半期連結

累計期間
第115期

会計期間

自　平成26年
　　１月１日
至　平成26年
　　９月30日

自　平成27年
　　１月１日
至　平成27年
　　９月30日

自　平成26年
　　１月１日
至　平成26年
　　12月31日

売上高 (百万円) 50,690 63,800 75,864

経常利益 (百万円) 1,092 2,058 2,286

四半期(当期)純利益 (百万円) 10,350 1,268 10,807

四半期包括利益又は包括
利益

(百万円) 10,295 773 11,050

純資産額 (百万円) 77,977 79,048 78,596

総資産額 (百万円) 115,361 109,486 116,511

１株当たり四半期（当
期）純利益金額

(円) 85.52 8.67 85.17

潜在株式調整後１株当た
り四半期(当期)純利益金
額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 67.4 72.0 67.3

 

回次
第115期

第３四半期連結
会計期間

第116期
第３四半期連結

会計期間
 

会計期間

自　平成26年
　　７月１日
至　平成26年
　　９月30日

自　平成27年
　　７月１日
至　平成27年
　　９月30日

 

１株当たり四半期純利益
金額

(円) 73.30 △3.98  

(注)１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営んでいる事業

の内容に重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな「事業等のリスクの発生」、または、前事業年度

の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

以下の記述のうち、将来に関する事項は、当四半期報告書提出日(平成27年11月６日)現在におけ

る当社グループの判断に基づくものであります。

(1) 経営成績の分析

 当第3四半期連結累計期間（平成27年1月1日から平成27年9月30日）の当社グループの業績

は、平成26年7月1日に行なった中央電気工業株式会社（以下、「中央電気工業」という。）と

の経営統合による事業規模の拡大が売上増加に貢献したこと等により、売上高は63,800百万円

（前年同期は50,690百万円）、営業利益は2,251百万円（前年同期は1,585百万円）、経常利益

は2,058百万円（前年同期は1,092百万円）、四半期純利益は1,268百万円（前年同期は中央電

気工業との経営統合により発生した負ののれん発生益10,220百万円を含む10,350百万円）とな

りました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

（合金鉄事業）

 これまで緩やかな回復基調を維持してきた日本経済にやや陰りがみられる中、鉄鋼の需要

業界も自動車生産の回復遅れ等もあり全体として力強さを欠く状況となっています。１-9月

の国内粗鋼生産は、前年に比べ5.2%減少し、7,881万トンとなりました。

　一方、海外につきましては、米国経済は個人消費を中心に堅調に推移しましたが、欧州経

済は回復の兆しがみられたものの、期末にかけて下振れリスクが懸念され、中国経済の減速

傾向が一層強まっていることに加え、その他の新興国においても景気回復への動きが弱いこ

とから、先行きの不透明感が更に増しています。1-9月の世界66ヵ国における粗鋼生産は、

12億1,232万トンと前年同期比で2.4%減少しました。また減速傾向が強まる中国は、前年同

期比2.1%減の6億894万トンとなりました。

　国内鉄鋼需要が足下停滞していることに加え、海外においては原油安によるエネルギー関

連需要の縮小や中国の鋼材輸出増によるアジア地域の需給の緩みなどが懸念されることか

ら、引き続き国内外の経済情勢並びに鉄鋼の需給動向を注視する必要があります。

　合金鉄については粗鋼生産を反映し需要が減少する中、国際市況の低迷が収益悪化の要因

となっており、当面厳しい事業環境が続くものと考えられます。

　当事業の2015年1-9月期の業績は、中央電気工業との経営統合により昨年7月以降、高炭素

フェロマンガンの販売数量が増加し、また、同社の環境事業も堅調に推移したため、前年同

期に比べ売上高、営業利益とも増加しました。

（機能材料事業）

 フェロボロンの販売はアモルファス向けが減少し、前年同期を下回りました。

　酸化ジルコニウムの販売は電子部品向けが堅調に推移し、ほう素の販売はガラス向け等が

増加したことで前年同期を上回りました。

　マンガン酸リチウムの販売は自動車用向けの出荷が減少し、前年同期を下回りました。

　また、経営統合により連結子会社となった中央電気工業のハイブリッド自動車向けニッケ

ル水素電池用水素吸蔵合金及び磁石用合金は堅調に推移しました。

　それらの結果、中央電気工業との経営統合による事業規模拡大を主たる要因として当事業

の売上高、営業利益ともに前年同期比増加しました。
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（環境システム事業）

 顧客のライン新設等による契約数の増加、家庭用燃料電池関連の販売数量の拡大およびモ

バイル系ほう素処理関連の新規契約の獲得により、売上高は前年同期比増加しました。また

工場の原価低減もあり、営業利益も前年同期比増加しました。

（その他の事業）

 その他の事業は、前年同期比で売上高、営業利益ともに減少しました。

 

(2) 事業上および財務上の対処すべき課題

 当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更は

ありません。

 なお、会社法施行規則第118条第３号に定める「当社の財務及び事業の方針の決定を支配す

る者の在り方に関する基本方針」の概要は以下の通りです。

 

①基本方針の内容

 当社は、安定的かつ持続的な企業価値の向上が当社の経営にとって最優先の課題と考え、そ

の実現に日々努めております。従いまして、当社は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配

する者は、当社の経営理念、企業価値のさまざまな源泉、当社を支えるステークホルダーとの

信頼関係を十分に理解し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を中長期的に確保、向上さ

せる者でなければならないと考えております。

 上場会社である当社の株式は、株式市場を通じて多数の株主、投資家の皆様による自由な取

引に委ねられているため、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方は、最終的

には株主の皆様のご意思に基づき決定されることを基本としており、会社の支配権の移転を伴

う買付提案に応じるか否かの判断も、最終的には株主の皆様全体の意思に基づき行われるべき

ものと考えます。

 しかしながら、当社株式の大規模な買付行為や買付提案の中には、明らかに濫用目的による

ものや、株主の皆様に株式の売却を事実上強要するおそれのあるもの等、その目的等からみて

企業価値ひいては株主共同の利益を毀損するおそれをもたらすもの、対象会社の取締役会や株

主が買付の条件等について検討し、あるいは対象会社の取締役会が代替案を提案するための十

分な情報や時間を提供しないもの等、不適切なものも少なくありません。このような大規模な

買付行為や買付提案を行う者は、当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者として不適切

であり、当社の企業価値ひいては株主共同の利益に反する大規模な買付等に対し、これを抑止

するための枠組みが必要不可欠と考えます。

 

②会社の支配に関する基本方針の実現に資する取組み

 当社では、多数の投資家の皆様に長期的に当社への投資を継続していただくため、当社の企

業価値ひいては株主共同の利益を向上させるための取組みとして、役員・社員一丸となって次

の施策に取り組んでおります。これらの取組みは、上記①の会社の支配に関する基本方針の実

現にも資するものと考えております。

 

経営基盤強化による企業価値向上への取組み

　当社グループは、2015～2017年を実行期間とする「第６次中期経営計画」を策定いたしまし

た。これまでに当社と中央電気工業が築き上げてきた経営資源を最大限に活用して、収益力・

競争力の強化に結び付けてまいります。両社の叡智を結集し、総合力を高め更なる飛躍を目指

してまいります。

 

(イ)「２　ＣＯＲＥＳ　ｂｙ　１」

 本中期経営計画期間中に、新日本電工と中央電気工業の完全統合を目指す。

 両社に共通するコア事業「合金鉄」と「機能材料」の収益力・競争力を一体となって強化す

る。
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(ロ) 激しいビジネス環境の変化やグローバル化に対応できる人材の育成に力を注ぎ、環境の

変化にしなやかに対応できる効率的で活力ある組織を構築する。

 

 当社グループは、コーポレートガバナンス及びリスク管理運営を強化し、株主や顧客の皆様

からの信頼に応えられるよう努めてまいります。また、企業価値の更なる向上のため、選択と

集中による経営資源の最適配分の観点から事業ポートフォリオの再構築を進め、完全統合によ

り、経営効率をより一層高めてまいります。

 

③基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方針の決定が支配されること

を防止する取組み

 当社は、会社支配に関する基本方針に照らして不適切な者によって当社の財務及び事業の方

針の決定が支配されることを防止し、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を確保し、向上

させるための取組みとして、平成26年２月27日開催の当社取締役会において、「当社株式の大

規模買付行為への対応策」（以下「本プラン」といいます。）の継続を決議し、平成26年３月

28日開催の第114回定時株主総会（以下「本株主総会」といいます。）において、本プランの

継続について承認を得ております。

 本プランの対象となる当社株式の大規模買付行為とは、特定株主グループの議決権割合を

20％以上とすることを目的とする当社株券等の買付行為、又は結果として特定株主グループの

議決権割合が20％以上となる当社株券等の買付行為をいい、かかる買付行為を行う者を「大規

模買付者」といいます。

 本プランにおける、大規模買付時における情報提供と検討時間の確保等に関する一定のルー

ル（以下「大規模買付ルール」といいます。）は、（イ）事前に大規模買付者が当社取締役会

に対して必要かつ十分な情報を提供し、（ロ）必要情報の提供完了後、対価を現金のみとする

公開買付による当社全株式の買付けの場合は最長60日間、又はその他の大規模買付行為の場合

は最長90日間を当社取締役会による評価・検討等の取締役会評価期間として設定し、取締役会

評価期間、また株主検討期間を設ける場合は取締役会評価期間と株主検討期間が経過した後に

大規模買付行為を開始する、というものです。

 本プランにおいては、大規模買付者が大規模買付ルールを遵守した場合には、原則として当

該大規模買付行為に対する対抗措置は講じません。但し、大規模買付者が大規模買付ルールを

遵守しなかった場合、遵守しても当該大規模買付行為が当社に回復し難い損害をもたらすな

ど、当社の企業価値ひいては株主共同の利益を著しく損なうと判断する場合には、必要かつ相

当な範囲で新株予約権の無償割当等、会社法その他の法律および当社定款が認める検討可能な

対抗措置を講じることがあります。

 このように対抗措置を講じる場合、その判断の客観性及び合理性を担保するために、取締役

会は対抗措置の発動に先立ち、当社の業務執行を行う経営陣から独立している社外監査役また

は社外有識者から選任された委員で構成する独立委員会に対して対抗措置の発動の是非につい

て諮問し、独立委員会は対抗措置の発動の是非について、取締役会評価期間内に勧告を行うも

のとします。当社取締役会は、対抗措置を発動するか否かの判断に際して、独立委員会の勧告

を最大限尊重するものとします。

 なお、本プランの有効期限は平成29年３月に開催される当社第117回定時株主総会の終結の

時までとします。本プランは、本株主総会において継続が承認され発効した後であっても、

（イ）当社株主総会において本プランを廃止する旨の株主の一定割合の意思表示が行われた場

合

（ロ）当社取締役会により本プランを廃止する旨の決議等が行われた場合

には、その時点で廃止されるものとします。

 

④本プランが、会社の支配に関する基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株主共同の利益

に合致し、当社の会社役員の地位の維持を目的とするものではないことについて

本プランは、

（イ）買収防衛策に関する指針の要件を充足していること

（ロ）株主共同の利益の確保・向上の目的をもって導入されていること
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（ハ）株主意思を反映するものであること

（ニ）独立性の高い社外者の判断の重視

（ホ）デッドハンド型やスローハンド型買収防衛策ではないこと

等の理由から、会社の支配に関する基本方針に沿い、当社の企業価値ひいては株主共同の利益

を損なうものではなく、かつ、当社経営陣の地位の維持を目的とするものではないと考えてお

ります。

 

(3) 研究開発活動

　当第３四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発費は388百万円であります。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更

はありません。

 

(4) 生産、受注及び販売の状況

 当第３四半期連結累計期間において、平成26年7月1日に行なった中央電気工業との経営統合

に伴い、合金鉄事業及び機能材料事業の生産及び販売が増加しました。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 300,000,000

計 300,000,000

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成27年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年11月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 146,741,292 146,741,292
東京証券取引所
(市場第一部)

権利内容に何ら限定のない当社
における標準となる株式であ
り、単元株式数は100株であり
ます。

計 146,741,292 146,741,292 － －

 

(2) 【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(百万円)

資本金残高
 

(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高

(百万円)

平成27年７月１日～
平成27年９月30日

－ 146,741,292 － 11,026 － 16,936

 

 

(6) 【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できな

いため、記載することができませんので、直前の基準日である平成27年６月30日の株主名簿によ

り記載しております。

① 【発行済株式】
平成27年６月30日現在

 

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式
304,900

－ －

完全議決権株式(その他)
普通株式

146,157,600
1,461,576 －

単元未満株式
普通株式
278,792

－ －

発行済株式総数 146,741,292 － －

総株主の議決権 － 1,461,576 －

(注) １ 「完全議決権株式(その他)」欄には、証券保管振替機構名義の株式が14,000株(議決権140個)含まれておりま

す。

２ 単元未満株式数には当社所有の自己株式88株が含まれております。

 

② 【自己株式等】
平成27年６月30日現在

 

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
新日本電工株式会社
 

東京都中央区八重洲一丁目
4番16号

304,900 - 304,900 0.21

計 － 304,900 - 304,900 0.21
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２ 【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」

(平成19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成27年

７月１日から平成27年９月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成27年１月１日から平成27年

９月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビュー

を受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

(1)【四半期連結貸借対照表】

  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 9,507 10,092

受取手形及び売掛金 31,469 26,771

商品及び製品 13,042 12,015

仕掛品 432 509

原材料及び貯蔵品 13,964 15,137

繰延税金資産 544 468

その他 4,175 3,348

貸倒引当金 △19 △222

流動資産合計 73,117 68,120

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 8,117 7,890

機械装置及び運搬具（純額） 10,263 9,085

土地 5,791 5,792

建設仮勘定 71 574

その他（純額） 410 340

有形固定資産合計 24,654 23,684

無形固定資産 101 85

投資その他の資産   

投資有価証券 16,030 15,206

繰延税金資産 571 259

退職給付に係る資産 1,123 1,270

その他 1,123 864

貸倒引当金 △210 △4

投資その他の資産合計 18,637 17,596

固定資産合計 43,393 41,366

資産合計 116,511 109,486
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  (単位：百万円)

 
前連結会計年度

(平成26年12月31日)
当第３四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 13,800 8,983

短期借入金 3,700 5,400

1年内返済予定の長期借入金 638 1,038

未払法人税等 236 92

繰延税金負債 0 1

設備関係支払手形 468 202

役員賞与引当金 32 24

事業整理損失引当金 1,130 193

その他 4,683 3,280

流動負債合計 24,692 19,216

固定負債   

長期借入金 9,130 8,065

繰延税金負債 1,044 868

環境対策引当金 105 35

退職給付に係る負債 2,232 1,610

その他 709 641

固定負債合計 13,222 11,222

負債合計 37,914 30,438

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,026 11,026

資本剰余金 21,524 21,524

利益剰余金 44,388 45,382

自己株式 △201 △202

株主資本合計 76,737 77,731

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 1,295 1,006

繰延ヘッジ損益 △80 △0

為替換算調整勘定 554 269

退職給付に係る調整累計額 △135 △130

その他の包括利益累計額合計 1,635 1,145

少数株主持分 224 171

純資産合計 78,596 79,048

負債純資産合計 116,511 109,486
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  (単位：百万円)

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 50,690 63,800

売上原価 44,864 56,617

売上総利益 5,826 7,182

販売費及び一般管理費 4,240 4,931

営業利益 1,585 2,251

営業外収益   

受取利息 8 2

受取配当金 54 73

補助金収入 － 159

その他 239 77

営業外収益合計 302 312

営業外費用   

支払利息 104 167

持分法による投資損失 92 17

支払手数料 32 42

物品売却損 440 167

その他 124 110

営業外費用合計 795 505

経常利益 1,092 2,058

特別利益   

負ののれん発生益 10,286 53

固定資産売却益 － 5

投資有価証券売却益 － 1

特別利益合計 10,286 60

特別損失   

固定資産除却損 228 440

ゴルフ会員権評価損 29 4

減損損失 59 80

事業撤退損 178 －

特別損失合計 495 525

税金等調整前四半期純利益 10,883 1,593

法人税、住民税及び事業税 249 163

法人税等調整額 291 154

法人税等合計 541 317

少数株主損益調整前四半期純利益 10,342 1,275

少数株主利益又は少数株主損失（△） △7 6

四半期純利益 10,350 1,268
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
　至　平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
　至　平成27年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 10,342 1,275

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △140 △290

繰延ヘッジ損益 △5 80

為替換算調整勘定 109 △58

退職給付に係る調整額 － 4

持分法適用会社に対する持分相当額 △8 △238

その他の包括利益合計 △46 △501

四半期包括利益 10,295 773

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 10,297 779

少数株主に係る四半期包括利益 △1 △5
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

　「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号　平成24年５月17日。以下「退職給付会計基

準」という。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号　平成24

年５月17日公表分。以下「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給

付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及

び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ

変更するとともに、割引率の決定方法についても、従業員の平均残存勤務期間に近似した年数に基づく

割引率から、退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を

使用する方法へ変更しております。

　退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、

当第３四半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額

を利益剰余金に加減しております。

　この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る資産が153百万円増加し、退職給付に

係る負債が555百万円減少するとともに、利益剰余金が458百万円増加しております。また、当第３四半

期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微であります。
 

（追加情報）

（法人税率の変更等による影響）

　「所得税法等の一部を改正する法律」（平成27年法律第９号）及び「地方税法等の一部を改正する法

律」（平成27年法律第２号）が平成27年３月31日に公布され、平成27年４月１日以後に開始する連結会

計年度から法人税率等の引下げ等が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延税

金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の35.4％から平成28年１月１日に開始する連結会計年度に

解消が見込まれる一時差異については33.1％に、平成29年１月１日に開始する連結会計年度以降に解消

が見込まれる一時差異については、32.3％となります。

　この税率変更により、繰延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は84百万円増加

し、法人税等調整額が4百万円減少し、その他有価証券評価差額金が78百万円、退職給付に係る調整累

計額が1百万円それぞれ増加しております。
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであり

ます。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 平成26年１月１日
至 平成26年９月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 平成27年１月１日
至 平成27年９月30日）

減価償却費 1,878百万円 2,487百万円

 

 

(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　平成26年１月１日　至　平成26年９月30日)

１．配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年３月28日
定時株主総会

普通株式 550 5 平成25年12月31日 平成26年３月31日 利益剰余金

 

２.株主資本の金額の著しい変動

　　当社は、平成26年７月１日を効力発生日として当社を株式交換完全親会社とし、中央電気工

業株式会社を株式交換完全子会社とする株式交換を実施いたしました。当該株式交換により、

当第３四半期連結累計期間において資本剰余金が11,945百万円増加しております。この結果、

当第３四半期連結会計期間末において資本剰余金が21,524百万円となっております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　平成27年１月１日　至　平成27年９月30日)

　　配当金支払額

（決議）
株式の種類

配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額
(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年３月27日
定時株主総会

普通株式 732 5 平成26年12月31日 平成27年３月30日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自　平成26年１月１日　至　平成26年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）
 

合金鉄
事業

機能材料
事業

環境
システム
事業

その他の
事業

計

売上高        

外部顧客への売上

高
31,980 11,062 1,048 6,599 50,690 － 50,690

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

99 158 16 1,860 2,134 △2,134 －

計 32,079 11,220 1,064 8,460 52,825 △2,134 50,690

セグメント利益 305 446 213 620 1,585 － 1,585

（注）報告セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれん発生益）

　負ののれん発生益については、報告セグメントに配分しておりません。

　なお、当第３四半期連結累計期間に当社が連結子会社株式を追加取得したことによ

り、負ののれん発生益66百万円を特別利益に計上しております。

　また、当第３四半期連結累計期間に当社が中央電気工業㈱を株式交換により取得した

ことにより、負ののれん発生益10,220百万円を特別利益に計上しております。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自　平成27年１月１日　至　平成27年９月30日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      （単位：百万円）

 報告セグメント

調整額

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）
 

合金鉄
事業

機能材料
事業

環境
システム
事業

その他の
事業

計

売上高        

外部顧客への売上

高
38,758 17,654 1,115 6,272 63,800 － 63,800

セグメント間の内
部売上高又は振替
高

146 139 19 1,863 2,169 △2,169 －

計 38,904 17,794 1,135 8,135 65,969 △2,169 63,800

セグメント利益 897 871 276 205 2,251 － 2,251

（注）報告セグメント利益の合計は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

 

２ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（重要な負ののれん発生益）

　負ののれん発生益については、報告セグメントに配分しておりません。

　なお、当第３四半期連結累計期間に、当社の連結子会社である中央電気工業㈱が、連

結子会社株式を追加取得したことにより、負ののれん発生益53百万円を特別利益に計上

しております。
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(１株当たり情報)

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成26年１月１日
至　平成26年９月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成27年１月１日
至　平成27年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 85円52銭 8円67銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額(百万円) 10,350 1,268

普通株主に帰属しない金額(百万円) － －

普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 10,350 1,268

普通株式の期中平均株式数(株) 121,026,941 146,436,544

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。
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２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成27年11月６日

新日本電工株式会社

取締役会　御中

 

新日本有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 玉 井　哲 史　　印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 定 留　尚 之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられて
いる新日本電工株式会社の平成２７年１月１日から平成２７年１２月３１日までの連結会計年度の第３
四半期連結会計期間（平成２７年７月１日から平成２７年９月３０日まで）及び第３四半期連結累計期
間（平成２７年１月１日から平成２７年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半
期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ
ビューを行った。
 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠

して四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚

偽表示のない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整

備及び運用することが含まれる。
 

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我

が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比

べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 

監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般
に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、新日本電工株式会社及び連結子会
社の平成２７年９月３０日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成
績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
 

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
 

以　上
 
 
(注) １　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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